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理事会から （第17期）

第6回 （2021年9月10日開催）
第１号議案
第17回通常総会の招集及び議案の件
第２号議案
第１7期報告書及び議案承認の件
第３号議案
賛助会員（法人）加入の件
シンコーフーズ（株）さんが承認されました。

財務状況、商品供給事業、品質・衛生管理
サポート事業、一般業務等について、報告
いたしました。

（第17期）

第１回（2020年9月29日開催）
第1号議案
代表理事（理事長）、副理事長、及び専務
理事、常務理事選任の件
代表理事（理事長） 梶 俊夫
副理事長 三澤孝道
専務理事 田中久夫
常務理事 小野章男

第２号議案
第18期（2021年度）役員報酬額決定の件

◆次回第18期第2回の理事会は、
2021年11月18日開催予定です。

第17回通常総会を開催しました（9/29）

専務理事の議案説明
議長は大洋香料（株）の
東野さん

総会の様子
司会は小野常務

昨年に引き続き今年度の総会も、新型コロナウィルスの感染拡
大を防止するために、委任状での開催となりました。ただし総会自
体は開催しなければなりませんので、JASMEQの事務所のある出
光新宿ビルの共有会議室にて、9/29（水）13：00より最小限の人数

にて開催しました。役員は専務理事と常務理事が実出席で、組合
員の参加は大洋香料（株）さんと(有)菊水堂さんでした。議長は大
洋香料（株）さんにお願いしました。議案は下記のとおりです。
第1号議案 令和2年度（2020年度）事業報告書及び決算関係

書類承認の件
第2号議案 令和3年度（2021年度）事業計画、収支予算並びに経

費の賦課及び徴収方法決定の件
第3号議案 令和3年度（2021年度）借入金残高の最高限度額決

定の件
第4号議案 役員報酬決定の件
第5号議案 理事及び監事選挙の件
以上、全ての議案が可決承認されました。

第17回通常総会と第1回理事会終了後に、記念講演会として第
14回JASMEQWebセミナーを開催いたしました。講師は（株）JMR

生活総合研究所のシニア・リサーチャー川口健一氏を招き、「市
場転換期の取り組みに向けて～コロナ後の食市場変化への対
応～」についてご講演いただきました。参加者は22団体29名。
アンケートでは「コロナ禍での食生活
の変化が良く分かった」「コロナ後の
事業活動に向けて指針を得られた」
との感想が寄せられました。
次回の商品開発Weｂセミナーは
日時：11月5日（金）14：00～15：40
講師：データコム（株）田邊昌彦氏
内容：“お客様の買いたい”を分析する
参加費：無料

Weｂセミナーの様子

第14回Webセミナー（記念講演会）を開催しました



■ コーデックスＨＡＣＣＰが改定承認されました＝今後の「運用」に影響を与えることになります＝

コーデックス委員会でこれまで協議されていましたが、２０２０版として改定されました。まだ、邦訳が公開され
ていませんので、セミナーや資料を参考にした概要ですが、「ＱＣ通信」で報告させていただきました。

改訂の概要＝①これまで「付属文書」であったＨＡＣＣＰが、第１章「一般的衛生管理」第２章「ＨＡＣＣＰとガイド
ライン」として本文化されました。②危害要因として、これまでの「微生物」「物理」「化学」に「アレルゲン管理」が
項目化されました。③一般的衛生管理についても「モニタリング（検証）」とそれによる「改善措置」が求められる
ようになりました。④ＣＣＰ決定についての「決定樹」が重要視されなくなり、それに対応して「複数の工程の組み
合わせによる危害コントロール（いわゆるＯＰＲＰの考え方）」がＣＣＰと同様に重要視されるようになります。

■今後、JASMEQ食品安全管理認証（JASMEQ ＨＡＣＣＰ認証）も順次改定版に即した内容に変えていきます。

監物 中村

JASMEQ 品質管理Ｗｅｂセミナーを開催しています。

■第１１回 「食品取扱者等に対する教育訓練、ガイドラインが求める内容」

７月３０日（金）１４：００～１５：３０ 講師＝伊藤佳和アドバイザー 参加者 ２６名

これまでのアンケートの中で、「社員教育」についての希望をいただいていることもあり、厚
生労働省の食品等事業者が実施すべき管理運営基準に関する指針（通称：ガイドライン）より「
食品取扱者等に対する教育訓練、ガイドラインが求める内容」の解説を参考に、従業員に対する
教育についての講義をしていただきました。食品工場に求められる教育・育成について改めて点
検再確認いただくための企画としました。

■第１２回「商品事故報告書（基本）の作業」とは～商品事故報告書の作成～

８月２６日(木)１４：００～１５：３０ 講師＝中村優顧問 参加者 ４３名

商品事故報告書を見てみますと、利用者への事故発生の経緯の詳細や
今後の改善方法について記載内容の不十分な部分があると感じています。
今回のセミナーは、「報告書」を作成するにあたって、商品事故が発生
した場合の調査（事実把握）から、書類作成までの基本的な作業につい

て、「商品事故報告書の作成」に苦慮されている皆さん、または経営者・管理者・品質管理担当
者の皆様に参考にしていただくための企画としました。

■第１３回・１５回・１７回 「人を動かす異物混入防止対策」～製造現場における５Ｓの実践に学ぶ

！取り敢えず出来ることからやってみよう～ ＜３回連続シリーズ＞ 講師＝佐藤アドバイザー

９月２２日（水） １４：００～１５：３０ 参加者 ３７名

１０月１２日（火） １４：００～１５：３０ 参加者 ３３名

１１月１６日（火） １４：００～１５：３０ ＜案内中＞

佐藤講師が日本生協連在職時に、某大手製造委託先が異物混入防止対策の一環として実際に取

り組み、大きな成果を上げた活動を紹介してもらいながら、食品製造現場における永遠の課題で

もあります５Ｓの実践について、取り組みの際の具体的なポイントや箇所について皆さんと一緒

に考えていき、５Ｓの実践は全員参加が大原則であることとその実践事例や課題について、経営

者･管理者･品質管理者の他、出来るだけ多くの製造従事者の皆さんに職場で活用いただき、より

良い職場風土の構築に役立てていただくための企画としました。

品質・衛生管理事業の最近の
動向報告



（パルシステムカタログから転用しました）

おすすめ商品の紹介

時の話題 その15 今注目の話題やキーワードについてお伝えします！

ぜひご利用下さい(^_-)-☆

さみずのしぼりっぱなしりんごジュース

内山

食品ロスについて

新潟県産玄米粉焼ドーナツと冷凍おこわセット

パルシステム【冬ギフト】

新潟県産の玄米で作った焼きドーナツと
新潟の伝統食おこわのセット。
もち米は「こがねもち」を使用。

近年ではSDG‘sの観点からも、「食品ロス」への関心が高まっています。日本では年間で約600万トンもの食品
ロスがあり、1人当たりの食品ロス量は約47kgとなり、毎日おにぎり1個を捨てている計算になります。一方世界

では深刻な飢えや栄養失調で約8億人もの人が苦しんでいます。食品ロスをなくす取り組みについて紹介します。

食品ロスは大きく２つに分けることが出来ます。
事業系食品ロス事業活動を伴って発生する食品ロス 324万ｔ（食品製造業126万ｔ食品卸売業16万ｔ食品小売業66万ｔ外食産業116万ｔ）

家庭系食品ロス各家庭から発生する食品ロス 276万ｔ

パルシステム【冬ギフト】

品種の違いを味わえる飲み比べセット。
今年は遅霜の影響でギフト用のりんごの
収量が確保できませんでした。
いつもとは違う形でいろんな味のりんごを
お楽しみください。

食品ロスを減らすための取り組み（消費者）
10月は食品ロス月間として、消費者庁、農林水産省、

環境省が連携して食品ロスの削減に向けて集中的
に取り組んでいます。

坂本

食品ロスを減らすための取り組み（事業者）
商習慣の見直し（業種共通）
賞味期限の件月表示化取組、納品期限の緩和等

フードバンクの活用（業種共通）

品質に問題はないのに、印字ミスや包装破損、販売期限切れ等
で販売できない食品を団体に寄付し、生活困窮者や子ども食堂
などに無償で提供する

需要予測の精度向上（業種共通）

気象データを活用して需要予測の精緻化と、需要予測情報を製
造業、卸売業、小売業で共有する

災害用備蓄食品の利活用の取組
廃棄する前にフードバンク活動団体等に寄付をする

食べきりの推奨、持ち帰りへの協力（外食産業）

小盛りや小分けメニューの採用、食べ残し時のドギーバッグ等の
持ち帰り推奨

食品ロスの問題点

多くのゴミを処理するために、多額のコストがかかっています。ま
た、可燃ゴミを燃やすことで、CO₂排出や焼却後の灰の埋め立て
等による環境負荷が考えられます。

（消費者庁HPより）
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広報紙『JASMEQ』第34号をお届けします。
ホームページもぜひご覧ください。

組合員紹介⑥ 大洋香料株式会社

所在地：大阪府大阪市
創業：昭和22年（1947年）
代表者：竹内 健
社員数：170名

事業内容：フレーバー、フレ
グランス事業、発酵事業、
食品開発事業他

ホームページ：http://jasmeq.com/
メールアドレス：m.sakamoto@jasmeq.com
TEL：03-6205-6677 FAX：03-6457-6759

坂本

第5回目は大洋香料株式会社さんです
大洋香料(株)は、1947年創業以来「人々の暮らしと美味しさと健康に
役立つ製品を創造することにより、快適で豊かな社会づくりに貢献す
る」を経営理念とし、香粧品や食品などの分野に香料及び発酵素材を
提供してきました。
特に発酵素材は、1960年来「おいしくて健康な食品」として長年多

くのお客様に親しまれています。また、芳香剤分野においてはゲル化
技術が日本のみならず、世界のお客様に認知していただいています。
最近では、長年にわたって培われた発酵技術の食品香料や化粧品原

料への活用や、消臭活性や抗菌活性などといった様々な機能性を持つ
素材の開発に注力しています。
パルシステムとは、原料の知識を活かした帳合としてこの30年お取

引を続け、カレー、シチューのルーや、和風だしの素などの定番商品
をお届けしています。（パルシステムのカタログより）

衆院選（10/19公示、10/31投開票）に向け

て、各党の公約が出そろいました。新型コロ
ナウィルスの経済対策では各党で現金給付
を打ち出していますが、外交・安全保障では
違いも出ています。また、エネルギー政策、
震災復興、防災、夫婦別姓などのジェンダー

政策にも各党で違いがでています。コロナ禍
でより広がった格差の是正、雇用や社会保
障、震災後10年が経ち、原発をどうするのか

など、これからのウィズコロナの時代に、よく
吟味して投票に臨みたいですね。

また若い人達の投票率を上げようと、芸能人
がYouTubeに動画をupしました。「＃わたしも
投票します」がTwitterのトレンド入りをしてい

ました。オンラインでの投票も将来検討され
ると思いますが、多くの方に投票所に足を運
んでいただきたいですね。（坂本）

(有)まきばさんのご紹介で、椎茸生産者の(有)牛木きの

こ園に行ってきました。全国でもここだけで生産している椎
茸の一種 “テンケイコ”を栽培しています。社長の名刺に
は「厚いにもほどがある」と記されているように、厚い笠と
太い軸は見た目マツタケのようです。まきばさんではこの
規格外品を使ったコロッケ商品を製造しています。
また、 (株)イチカラ畑さんも訪問してきました。自社で有
機栽培のそばを、製粉、加工品（生麵）製造しています。
2018年の理事研修会で訪問した、南魚沼の八海山尊神社

の裏手のお蕎麦屋さん（宮野屋）にも原料そばを納めてい
ます。そして現在収穫最盛期のそば畑を見学してきました。
山本山高原でスキー場の跡地を利用した、栽培地で最も
面積の広い畑でした。

アキヲの出張日記 新潟10/18（月）～19（火）

小野

蕎麦畑

テンケイコ

蕎麦の収穫

http://jasmeq.com/
mailto:m.sakamoto@jasmeq.com

